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(57)【要約】
本発明は、セルがＵＥからフィードバックされた下りチ
ャネルのパラメータを受信することと、下りチャネルパ
ラメータにより上りチャネルと下りチャネルとのパラメ
ータ差を計算することと、パラメータ差によりマルチア
クセスポイントに対して校正を行うこととを含むマルチ
アクセスポイントの校正方法及び装置が開示されている
。本発明によると、アクセスポイント間の良好なコヒー
レント送信が確保され、さらにシステム性能が確保され
ている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチアクセスポイントの校正方法であって、
セルが、ユーザ機器ＵＥからフィードバックされたマルチアクセスポイントの下りチャネ
ルの、時間、位相、幅、時間と幅、位相と幅の少なくとも１つを含むパラメータを受信す
ることと、
　前記下りチャネルのパラメータにより、前記マルチアクセスポイントの上りチャネルと
前記下りチャネルのパラメータ差を計算することと、
前記パラメータ差によりマルチアクセスポイントに対して校正を行うことと
を含る。
【請求項２】
　クレーム１に記載の方法であって、セルがＵＥからフィードバックされた下りチャネル
のパラメータを受信する前に、さらに、前記セルが、前記下りチャネルを測定するように
前記ＵＥを配置することを含む。
【請求項３】
　クレーム２に記載の方法であって、前記セルが前記下りチャネルを測定するように前記
ＵＥを配置することは、前記マルチアクセスポイントが自分校正を行っていない場合、前
記セルが、あらゆるアンテナポートの下りチャネルを測定するように前記ＵＥを配置する
ことを含む。
【請求項４】
　クレーム３に記載の方法であって、セルがＵＥからフィードバックされた下りチャネル
のパラメータを受信することは、前記セルが前記ＵＥにより、コードブックに定量化する
、下りチャネル行列自身をフィードバックする、及び下りチャネル行列の主な特徴情報を
フィードバックするという方式の一つを介し、前記あらゆるアンテナポートの下りチャネ
ルのパラメータを受信することを含む。
【請求項５】
　クレーム３に記載の方法であって、前記下りチャネルパラメータにより、上りチャネル
と前記下りチャネルのパラメータの差を計算することは、
前記セルが前記あらゆるアンテナポートの上りチャネルのパラメータを測定することと、
前記セルが前記あらゆるアンテナポートの上りチャネルのパラメータ及び前記あらゆるア
ンテナポートの下りチャネルのパラメータにより、前記上りチャネルと前記下りチャネル
のパラメータの差を計算することとを含む。
【請求項６】
　クレーム２に記載の方法であって、前記セルが前記下りチャネルを測定するように前記
ＵＥを配置することは、前記マルチアクセスポイントがすでに自分校正を行っていた場合
、前記セルが、前記マルチアクセスポイントにおける各アクセスポイントのあらゆるアン
テナポートの一つ以上のアンテナポートの下りチャネルを測定するように前記ＵＥを配置
することを含む。
【請求項７】
　クレーム６に記載の方法であって、セルが受信したＵＥからフィードバックされた下り
チャネルのパラメータは、前記セルが前記ＵＥを、前記各アクセスポイントのあらゆるア
ンテナポートにおける一つのアンテナポートの下りチャネルを測定するように配置する場
合、前記セルが前記ＵＥにより、下りチャネル行列自身をフィードバックする、下りチャ
ネル行列の主な特徴情報をフィードバックする、単一ポートの下りチャネルの位相をフィ
ードバックするという方式の一つを介し、フィードバックした前記アンテナポートの下り
チャネルのパラメータを受信する。
【請求項８】
　クレーム６に記載の方法であって、前記下りチャネルパラメータにより、上りチャネル
と前記下りチャネルのパラメータの差を計算することは、
前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパ
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ラメータを測定することと、
　前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ以上のアンテナポートの上りチャネルの
パラメータ及び前記各アクセスポイントの前記一つ以上のアンテナポートの下りチャネル
のパラメータにより、前記上りチャネルと前記下りチャネルのパラメータ差を計算するこ
ととを含む。
【請求項９】
　クレーム８に記載の方法であって、前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ以上
のアンテナポートの上りチャネルのパラメータを測定することは、
前記セルが前記下りチャネルの下り信号に近接する時刻に送信された信号を、前記上りチ
ャネルの上り信号とすることと、
前記セルが当該上り信号を測定し、前記各アクセスポイントの前記一つ以上のアンテナポ
ートの上りチャネルのパラメータを得ることとを含む。
【請求項１０】
　クレーム８に記載の方法であって、前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ以上
のアンテナポートの上りチャネルのパラメータを測定することは、前記セルが同一時刻で
同一ＵＥが前記各アクセスポイントの前記一つ以上のアンテナポートにおける上りチャネ
ルのパラメータを測定することを含む。
【請求項１１】
　クレーム８に記載の方法であって、前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ以上
のアンテナポートの上りチャネルのパラメータを測定するは、前記各アクセスポイントの
、上がりチャネルに対する処理方法が同じであることを含む。
【請求項１２】
　クレーム８に記載の方法であって、前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ以上
のアンテナポートの上りチャネルのパラメータ及び前記各アクセスポイントの前記一つ以
上のアンテナポートの下りチャネルのパラメータにより、前記上りチャネルと前記下りチ
ャネルのパラメータ差を計算することは、
　前記ＵＥが下りチャネル行列自身或いは下りチャネル行列の主な特徴情報をフィードバ
ックすることにより、前記アンテナポートの下りチャネルのパラメータをフィードバック
する場合、前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ以上のアンテナポートを指示す
るための上りチャネルのパラメータの上りチャネル行列を転置して、同等な下りチャネル
行列を得ることと、
　前記セルが前記同等な下りチャネル行列と前記ＵＥがフィードバックした下りチャネル
行列とを比較することと、
　前記セルが前記比較の結果により、前記上りチャネルと前記下りチャネルのパラメータ
差を計算することとを含む。
【請求項１３】
　クレーム８に記載の方法であって、前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ以上
のアンテナポートの上りチャネルのパラメータ及び前記各アクセスポイントの前記一つ以
上のアンテナポートの下りチャネルのパラメータにより、前記上りチャネルと前記下りチ
ャネルのパラメータ差を計算することは、
　前記ＵＥがコードブックに定量化することにより、前記アンテナポートの下りチャネル
のパラメータをフィードバックする場合、前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ
以上のアンテナポートを指示するための上りチャネルのパラメータの上りチャネル行列を
転置して、同等な下りチャネル行列を得ることと、
　前記セルが前記同等な下りチャネル行列に基づき、定量化したコードブックを計算する
ことと、
　前記セルが、前記ＵＥによりフィードバックされたコードブックと前記セルにより同等
な下りチャネル行列に基づき計算して得られるコードブックとを比較することと、
前記セルが、前記比較の結果により、前記上りチャネルと前記下りチャネルのパラメータ
差を計算することとを含む。
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【請求項１４】
　クレーム８に記載の方法であって、前記セルが前記各アクセスポイントの前記一つ以上
のアンテナポートの上りチャネルのパラメータ及び前記各アクセスポイントの前記一つ以
上のアンテナポートの下りチャネルのパラメータにより、前記上りチャネルと前記下りチ
ャネルのパラメータ差を計算することは、前記セルが前記各アクセスポイントに対して一
つの上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差のみを計算することを含む。
【請求項１５】
　クレーム２に記載の方法であって、前記セルが前記下りチャネルを測定するように前記
ＵＥを配置することは、前記マルチアクセスポイントがすでに自分校正を行っていた場合
、前記セルが前記ＵＥを前記マルチアクセスポイントにおけるあらゆるアンテナポートの
一つ以上のアンテナポートの下りチャネルを測定するように配置することを含む。
【請求項１６】
　クレーム１５に記載の方法であって、前記セルが前記マルチアクセスポイントのあらゆ
るアンテナポートにおける一つ以上のアンテナポートの下りチャネルを測定するように前
記ＵＥを配置することは、前記セルが前記ＵＥを、プリコーディング情報を測定すること
を含み、前記プリコーディング情報は前記ＵＥが自身と前記複数のアクセスポイントとの
間のチャネルにより計算して得られるもので、前記チャネルは前記複数のアクセスポイン
トが送信した下り基準信号により測定して得られるものである。
【請求項１７】
　クレーム１６に記載の方法であって、前記下りチャネルのパラメータにより、前記マル
チアクセスポイントの上りチャネルと前記下りチャネルとのパラメータ差を計算する前に
、さらに、
前記セルが上り基準信号により前記ＵＥと前記マルチアクセスポイントとの間の上りチャ
ネルのパラメータを得ることと、
前記セルが前記上りチャネルと、チャネルの異質性により前記下りチャネルのパラメータ
を得ることとを含む。
【請求項１８】
　クレーム１７に記載の方法であって、前記下りチャネルのパラメータにより、前記マル
チアクセスポイントの上りチャネルと前記下りチャネルのパラメータ差を計算することは
、前記プリコーディング情報と、チャネル異質性を利用して得られた下りチャネルのパラ
メータにより、前記マルチアクセスポイントの上りチャネルと前記下りチャネルのパラメ
ータ差を計算することを含む。
【請求項１９】
　クレーム１６乃至１８におけるいずれか一項に記載の方法であって、所述下りチャネル
のパラメータにより、前記マルチアクセスポイントの上りチャネルと前記下りチャネルと
のパラメータ差を計算することは、
可能なパラメータ差の範囲から、第一パラメータ差と第二パラメータ差を選択して、前記
第一パラメータ差に対応する第一校正後の下りチャネルと前記第二パラメータ差に対応す
る第二校正後の下りチャネルとをそれぞれ得るステップＡと、
前記第一校正後の下りチャネルと前記第二校正後の下りチャネルの中で、前記プリコーデ
ィング情報に基づき、前記第一校正後の下りチャネルが真実の下りチャネルに近い下りチ
ャネルを決定するステップＢと、
前記第一パラメータ差を計算するパラメータ差として決定するステップＣと、
ステップＡ乃至ステップＣを繰り返して、前記計算するパラメータ差を得ることとを含む
。
【請求項２０】
　クレーム１６に記載の方法であって、前記セルがプリコーディング情報を測定するよう
に配置することは、前記セルがＰＭＩを測定するように前記ＵＥを配置することを含み、
前記ＰＭＩは前記ＵＥが自身と同一セルの前記複数のアクセスポイントとの間のチャネル
により計算して得られるもので、前記チャネルは前記複数のアクセスポイントが送信した
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ＣＲＳにより測定して得られるものである。
【請求項２１】
　クレーム２０に記載の方法であって、前記下りチャネルのパラメータにより、前記マル
チアクセスポイントの上りチャネルと前記下りチャネルのパラメータ差を計算する前に、
さらに、
　前記セルが上り傍受信号ＳＲＳにより前記ＵＥと前記マルチアクセスポイントとの間の
上りチャネルのパラメータを得ることと、
　前記セルが前記上りチャネルにより、チャネルの異質性を利用して、前記下りチャネル
のパラメータを得ることとを含む。
【請求項２２】
　クレーム２１に記載の方法であって、前記下りチャネルのパラメータにより、前記マル
チアクセスポイントの上りチャネルと前記下りチャネルのパラメータ差を計算することは
、前記ＰＭＩと、チャネル異質性により得られた下りチャネルのパラメータにより、前記
マルチアクセスポイントの上りチャネルと前記下りチャネルのパラメータ差を計算するこ
とを含む。
【請求項２３】
　クレーム２０乃至２２におけるいずれか一項に記載の方法であって、所述下りチャネル
のパラメータにより、前記マルチアクセスポイントの上りチャネルと前記下りチャネルと
のパラメータ差を計算することは、
　可能なパラメータ差の範囲から、第一パラメータ差と第二パラメータ差を選択して、前
記第一パラメータ差に対応する第一校正後の下りチャネルと前記第二パラメータ差に対応
する第二校正後の下りチャネルとをそれぞれ得るステップＡと、
　前記第一校正後の下りチャネルと前記第二校正後の下りチャネルの中で、前記ＰＭＩに
基づき、前記第一校正後の下りチャネルが真実の下りチャネルに近い下りチャネルを決定
するステップＢと、
　前記第一パラメータ差を計算するパラメータ差として決定するステップＣと、
ステップＡ乃至ステップＣを繰り返して、前記計算するパラメータ差を得ることとを含む
。
【請求項２４】
　マルチアクセスポイントの校正装置であって、
ユーザ機器ＵＥからフィードバックされた下りチャネルのパラメータを受信する受信モジ
ュールと、
　前記下りチャネルパラメータにより、上りチャネルと前記下りチャネルとのパラメータ
差を計算する計算モジュールと、
　前記パラメータ差によりマルチアクセスポイントに対して校正を行う校正モジュールと
、
を含むマルチアクセスポイントの校正装置。
　
 
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信分野に関し、具体的には、マルチアクセスポイント校正方法及び装置に関
する。
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【背景技術】
【０００２】
　将来の通信に対する要求が絶えず高まっていることにともない、セルエッジスペクトル
能率が一層重要視されて、如何にしてセルエッジの伝送品質とスループットを向上させる
かは広く研究されている課題になっている。協調マルチポイント（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅ
ｄ　Ｍｕｌｔｉ－Ｐｏｉｎｔ、ＣｏＭＰと略称）技術は、複数のアクセスポイントのアン
テナ協調伝送と受信を利用し、一つのセルに一つ以上のアクセスポイントを設け、ＣｏＭ
Ｐ協調の複数のポイントが一つのセルからの複数のアクセスポイントでもよいし、複数の
セルからの複数のアクセスポイントでもよく、セルは端末のプライマーセルと協調セルを
含む。ＣｏＭＰはセルエッジの干渉を効果的に解決することができ、無線リンクの容量と
信頼度を向上させているため、ＣｏＭＰ技術は重要な技術として、ＬＴＥ－Ａシステムに
導入されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ＣｏＭＰシステム時分割複信（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｌｐｅｘｉｎｇ、Ｔ
ＤＤと略称）モードにおいて、リモードラジオユニット（Ｒｅｍｏｔｅ　Ｒａｄｉｏ　Ｕ
ｎｉｔ、ＲＲＵと略称）の上がり・下りパラメータ（重要なパラメータは位相）の差は異
なる、即ちアンテナ校正の結果は：

（Ｃは上がり・下り偏差のある複素スカラー）である。ｃは単一アクセスポイントに対し
て影響がないが、異なるアクセスポイント間のｃが異なるため、異なるアクセスポイント
間には、残された複素ｃの差による位相差があり、異なるアクセスポイント共同送信（Ｊ
ｏｉｎｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ、ＪＴと略称）されるデ－タの相互間に位相差が生
じ、アクセスポイントの間では、良好なコヒーレント送信を行うことができず、システム
性能の低減になってしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、異なるアクセスポイントにより共同送信されるデ－タが互いにパラメータ差
があることによりアクセスポイント間での良好なコヒーレント送信ができず、システム性
能の低減になるという課題を少なくとも解決するために、マルチアクセスポイント校正方
法及び装置を提供する。
【０００５】
　本発明の実施例はマルチアクセスポイント校正方法を提供する。セルがユーザ機器ＵＥ
からフィードバックされたマルチアクセスポイントの下りチャネルのパラメータを受信す
ることと、下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイントの上りチャネルと
下りチャネルのパラメータ差を計算することと、パラメータ差によりマルチアクセスポイ
ントに対して校正を行うこととを含み、前記パラメータは、時間、位相、幅、時間と幅、
位相と幅の少なくとも１つを含む。
【０００６】
　セルがＵＥからフィードバックされた下りチャネルのパラメータを受信する前に、さら
に、セルが下りチャネルを測定するようにＵＥを配置することを含む。
【０００７】
　セルが下りチャネルを測定するようにＵＥを配置することは、マルチアクセスポイント
が自分校正を行っていない場合、セルがあらゆるアンテナポートの下りチャネルを測定す
るようにＵＥを配置することである。
【０００８】
　セルがＵＥからフィードバックされた下りチャネルのパラメータを受信することは、セ
ルがＵＥにより、コードブックに定量化する、下りチャネル行列自身をフィードバックす
る、及び下りチャネル行列の主な特徴情報をフィードバックするという方式の一つを介し
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あらゆるアンテナポートの下りチャネルのパラメータをフィードバックすることを含む。
【０００９】
　下りチャネルパラメータにより、上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差を計算す
ることは、セルがあらゆるアンテナポートの上りチャネルのパラメータを測定することと
、セルがあらゆるアンテナポートの上りチャネルのパラメータ及びあらゆるアンテナポー
ト下りチャネルのパラメータにより上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差を計算す
ることとを含む。
【００１０】
　セルが下りチャネルを測定するようにＵＥを配置することは、マルチアクセスポイント
がすでに自分校正が行われた場合、セルがマルチアクセスポイントにおける各アクセスポ
イントのあらゆるアンテナポートにおける一つ以上のアンテナポートの下りチャネルを測
定するようにＵＥを配置することを含む。
【００１１】
　セルが受信したＵＥからフィードバックされた下りチャネルのパラメータは、セルがＵ
Ｅを各アクセスポイントのあらゆるアンテナポートにおける一つのアンテナポートの下り
チャネルを測定するように配置する場合、セルがＵＥにより、下りチャネル行列自身をフ
ィードバックする、下りチャネル行列の主な特徴情報をフィードバックする、単一ポート
の下りチャネルの位相をフィードバックするという方式の一つを介し、フィードバックし
たアンテナポートの下りチャネルのパラメータを含む。
【００１２】
　下りチャネルパラメータにより、上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差を計算す
ることは、セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパラ
メータを測定することと、セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの上り
チャネルのパラメータ及び各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの下りチャネ
ルのパラメータにより、上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差を計算することとを
含む。
【００１３】
　セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパラメータを
測定することは、セルが下りチャネルの下り信号に近接する時刻に送信された信号を上り
チャネルの上り信号とすることと、セルが当該上り信号を測定し、各アクセスポイントの
一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパラメータを得ることとを含む。
【００１４】
　セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパラメータを
測定することは、セルが同一時刻で同一ＵＥが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナ
ポートにおける上りチャネルのパラメータを測定することを含む。
【００１５】
　セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパラメータを
測定するは、各アクセスポイントの、上がりチャネルに対する処理方法が同じであること
を含む。
【００１６】
　セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパラメータ及
び各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの下りチャネルのパラメータにより、
上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差を計算することは、ＵＥが、下りチャネル行
列自身或いは下りチャネル行列の主な特徴情報をフィードバックすることにより、アンテ
ナポートの下りチャネルのパラメータをフィードバックする場合、セルが各アクセスポイ
ントの一つ以上のアンテナポートを指示するための上りチャネルのパラメータの上りチャ
ネル行列を転置して、同等な下りチャネル行列を得ることと、セルが同等な下りチャネル
行列とＵＥがフィードバックした下りチャネル行列とを比較することと、セルが比較の結
果により、上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差を計算することとを含む。
【００１７】
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　セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパラメータ及
び各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの下りチャネルのパラメータにより、
上りチャネルと下りチャネルのパラメータの差を計算することは、ＵＥがコードブックに
定量化することにより、アンテナポートの下りチャネルのパラメータをフィードバックす
る場合、セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートを指示するための上りチ
ャネルのパラメータの上りチャネル行列を転置して、同等な下りチャネル行列を得ること
と、セルが同等な下りチャネル行列に基づき定量化したコードブックを計算することと、
セルがＵＥによりフィードバックされたコードブックとセルにより同等な下りチャネル行
列に基づき計算して得られるコードブックとを比較することと、セルが比較の結果により
、上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差を計算することとを含む。
【００１８】
　セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパラメータ及
び各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートの下りチャネルのパラメータにより、
上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差を計算することは、セルが各アクセスポイン
トに対して一つの上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差のみを計算することを含む
。
【００１９】
　セルが下りチャネルを測定するようにＵＥを配置することは、マルチアクセスポイント
がすでに自分校正が行われた場合、セルがマルチアクセスポイントのあらゆるアンテナポ
ートにおける一つ以上のアンテナポートの下りチャネルを測定するようにＵＥを配置する
ことを含む。
【００２０】
　セルがＵＥをマルチアクセスポイントのあらゆるアンテナポートにおける一つ以上のア
ンテナポートの下りチャネルを測定することは、セルがプリコーディング情報を測定する
ようにＵＥを配置することを含み、プリコーディング情報はＵＥが自身と複数のアクセス
ポイントとの間のチャネルにより計算して得られるもので、チャネルは複数のアクセスポ
イントが送信した下り基準信号により測定して得られるものである。
【００２１】
　下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイントの上りチャネルと下りチャ
ネルのパラメータ差を計算する前に、セルが上り基準信号によりＵＥとマルチアクセスポ
イントとの間の上りチャネルのパラメータを得ることと、セルが上りチャネルと、チャネ
ルの異質性により下りチャネルのパラメータを得ることとを含む。
【００２２】
　下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイントの上りチャネルと下りチャ
ネルのパラメータ差を計算することは、プリコーディング情報と、チャネル異質性を利用
して得られた下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイントの上りチャネル
と下りチャネルのパラメータ差を計算することを含む。
【００２３】
　下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイントの上りチャネルと下りチャ
ネルとのパラメータ差を計算することは、可能なパラメータ差の範囲内から、第一パラメ
ータ差と第二パラメータ差を選択して、第一パラメータ差に対応する第一校正後の下りチ
ャネルと第二パラメータ差に対応する第二校正後の下りチャネルとをそれぞれ得るステッ
プＡと、第一校正後の下りチャネルと第二校正後の下りチャネルの中で、プリコーディン
グ情報に基づき、第一校正後の下りチャネルが真実の下りチャネルに近い下りチャネルを
決定するステップＢと、第一パラメータ差を、計算するパラメータ差として決定するステ
ップＣと、ステップＡ乃至ステップＣを繰り返して、計算するパラメータ差を得ることと
を含む。
【００２４】
　セルがプリコーディング情報を測定するように配置することは、セルがＵＥをＰＭＩを
測定するようにＵＥを配置することを含み、ＰＭＩはＵＥが自身と同一セルの複数のアク
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セスポイントとの間のチャネルにより計算して得られるもので、チャネルは複数のアクセ
スポイントが送信したＣＲＳにより測定して得られるものである。
【００２５】
　下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイントの上りチャネルと下りチャ
ネルとのパラメータ差を計算する前に、セルが上り傍受信号ＳＲＳによりＵＥとマルチア
クセスポイントとの間の上りチャネルのパラメータを得ることと、セルが、上りチャネル
と、チャネルの異質性により下りチャネルのパラメータを得ることとを含む。
【００２６】
　下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイントの上りチャネルと下りチャ
ネルとのパラメータ差を計算することは、ＰＭＩと、チャネル異質性を利用して得られた
下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイントの上りチャネルと下りチャネ
ルとのパラメータ差を計算することを含む。
【００２７】
　下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイントの上りチャネルと下りチャ
ネルとのパラメータ差を計算することは、可能なパラメータ差の範囲から、第一パラメー
タ差と第二パラメータ差を選択して、第一パラメータ差に対応する第一校正後の下りチャ
ネルと第二パラメータ差に対応する第二校正後の下りチャネルとをそれぞれ得るステップ
Ａと、第一校正後の下りチャネルと第二校正後の下りチャネルの中で、ＰＭＩに基づき、
第一校正後の下りチャネルが真実の下りチャネルに近い下りチャネルを決定するステップ
Ｂと、第一パラメータ差を計算するパラメータ差として決定するステップＣと、ステップ
Ａ乃至ステップＣを繰り返して、計算するパラメータ差を得ることとを含む。
【００２８】
　本発明の実施例はマルチアクセスポイント校正装置を提供する。当該装置は、ユーザ機
器ＵＥからフィードバックされた下りチャネルのパラメータを受信する受信モジュールと
、下りチャネルパラメータにより上りチャネルと下りチャネルとのパラメータ差を計算す
る計算モジュールと、パラメータ差によりマルチアクセスポイントに対して校正を行う校
正モジュールとを含む。
【００２９】
　本発明の実施例によると、セルが異なるアクセスポイント間のパラメータ差を正確に計
算し、そして当該パラメータ差によりマルチアクセスポイントに対して校正を行うことで
、アクセスポイント間での良好なコヒーレント送信を確保でき、さらにシステム性能を確
保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
　以下に記載の図面は、本発明をさらに理解するために提供され、本願の一部を構成し、
本発明の好適の実施例及びその説明は本発明を解釈するものであり、本発明を限定するも
のではない。
【図１】本発明の実施例に係わるマルチアクセスポイントの校正方法を示すフローチャー
ト図である。
【図２】本発明の実施例に係わるマルチアクセスポイントの校正装置の構造ブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　なお、本願の実施例および実施例の特徴は、衝突がない場合には、互いに組み合わせる
ことが可能である。以下、図面を参照し、実施例を結び合わせて、本発明を詳しく説明す
る。
【００３２】
　図１は本発明の実施例に係わるマルチアクセスポイントの校正方法を示すフローチャー
ト図であり、図１に示すように、当該方法は以下のようなステップＳ１０２～ステップＳ
１０６を含む。
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　ステップＳ１０２について、セルが、ＵＥからフィードバックされたマルチアクセスポ
イントの下りチャネルの、時間、位相、幅、時間と幅、及び位相と幅の中の１つを含むパ
ラメータを受信する。
　ステップＳ１０４について、下りチャネルのパラメータにより、マルチアクセスポイン
トの上りチャネルと下りチャネルとのパラメータ差を計算する。
ステップＳ１０６について、パラメータ差により、マルチアクセスポイントに対して校正
を行う。
【００３３】
　関連技術において、異なるアクセスポイントが共同で送信したデ－タは、互いにパラメ
ータ（その中の重要なパラメータは位相である）差があるので、アクセスポイント間での
コヒーレント送信が順調に行われず、さらにシステム性能の低減になってしまう。本発明
の実施例において、セルが異なるアクセスポイント間のパラメータ差を正確に計算して、
当該パラメータ差によりマルチアクセスポイントに対して校正を行うことで、アクセスポ
イント間での良好なコヒーレント送信を確保できるとともに、システム性能をより確保す
ることができる。
【００３４】
　異なるアクセスポイント間のパラメータ差を正確に計算するために、本発明は、さらに
ＵＥが下りチャネルを測定することを正確に配置しなければならない。以下、マルチアク
セスポイントが自分校正を行っていない場合とマルチアクセスポイントが自分校正を行っ
ていた場合から、それぞれＵＥを下りチャネルを測定するように配置することについて詳
しく説明する。
【００３５】
（１）マルチアクセスポイントが自分校正を行っていない場合、セルが当該異なるアクセ
スポイントのあらゆるアンテナポートの下りチャネルのパラメータ差を正確に計算して校
正する。よって、セルが当該あらゆるアンテナポートの下りチャネルを測定するようにＵ
Ｅを配置して、当該ＵＥによりコードブックに定量化する、或いは下りチャネル行列自身
をフィードバックする、もしくは下りチャネル行列の主な特徴情報をフィードバックする
ことによって、あらゆるアンテナポートの下りチャネルのパラメータをセルにフィードバ
ックする。
【００３６】
　また、マルチアクセスポイントが自分校正を行っていない場合、セルがあらゆるアンテ
ナポートの上りチャネルのパラメータを測定する。そして、セルがあらゆるアンテナポー
トの上りチャネルのパラメータとあらゆるアンテナポートの下りチャネルのパラメータに
より、上りチャネルと下りチャネルとのパラメータ差を計算する。
【００３７】
（２）マルチアクセスポイントがすでに自分校正を行っていた場合、セルが当該異なるア
クセスポイントの各アクセスポイントの中で、一部のアンテナポートを選択して下りチャ
ネルのパラメータ差の正確的な計算をして校正すればよい。よって、セルがあらゆるアン
テナポートにおける一つ以上のアンテナポートの下りチャネルを測定するようにＵＥを配
置する。そして、当該ＵＥによって、セルにあらゆるアンテナポートの下りチャネルのパ
ラメータをフィードバックする。
【００３８】
　なお、セルがＵＥを、あらゆるアンテナポートにおける複数のアンテナポートの下りチ
ャネルを測定するように配置する場合、当該ＵＥにより、コードブックに定量化する、或
いは下りチャネル行列自身をフィードバックする、もしくは下りチャネル行列の主な特徴
情報をフィードバックすることによって、セルにあらゆるアンテナポートの下りチャネル
のパラメータをフィードバックする。セルがあらゆるアンテナポートにおける一つのアン
テナポートの下りチャネルを測定するようにＵＥを配置する場合、当該ＵＥによって、下
りチャネル行列自身をフィードバックする、或いは下りチャネル行列の主な特徴情報をフ
ィードバックする、もしくは単一ポートの位相値をフィードバックすることによって、セ
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ルにアンテナポートの下りチャネルのパラメータをフィードバックする。
【００３９】
　また、マルチアクセスポイントがすでに自分校正を行っていた場合、セルが一つ以上の
アンテナポートの上りチャネルのパラメータを測定する。そして、セルが一つ以上のアン
テナポートの上りチャネルのパラメータ及び一つ以上のアンテナポートの下りチャネルの
パラメータにより、上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差を計算する。以下、当該
測定ステップと計算ステップについて、それぞれ詳しく説明する。
【００４０】
　上記測定ステップにおいて、セルが下りチャネルの下り信号に近接する時刻に送信され
た信号を上りチャネルの上り信号とし、セルが当該上り信号を測定して、各アクセスポイ
ントの一つ以上のアンテナポートの上りチャネルのパラメータを得る。セルが下り信号の
隣接する上がり・下りスロットの基準信号を上り信号とすることがより好ましい。また、
上記測定ステップにおいて、セルが同一時刻で同一ＵＥが各アクセスポイントの一つ以上
のアンテナポートにおける上りチャネルのパラメータを測定する。
【００４１】
　上記測定ステップにおいて、各アクセスポイントが上りチャネルに対する処理方法が同
じである。
【００４２】
　上記計算ステップにおいて、ＵＥが下りチャネル行列自身或いは下りチャネル行列の主
な特徴情報をフィードバックすることにより、アンテナポートの下りチャネルのパラメー
タをフィードバックする場合、セルが各アクセスポイントの一つ以上のアンテナポートを
指示するための上りチャネルのパラメータの上りチャネル行列を転置して、同等な下りチ
ャネル行列を得て、セルが同等な下りチャネル行列とＵＥがフィードバックした下りチャ
ネル行列とを比較して、比較の結果により、上りチャネルと下りチャネルのパラメータ差
を計算する。或いは、ＵＥがコードブックに定量化することにより、アンテナポートの下
りチャネルのパラメータをフィードバックする場合、セルが各アクセスポイントの一つ以
上のアンテナポートを指示するための上りチャネル行列を転置して、同等な下りチャネル
行列を得て、セルが同等な下りチャネル行列に基づき定量化したコードブックを計算し、
セルがＵＥによりフィードバックされたコードブックとセルにより同等な下りチャネル行
列に基づき計算して得られるコードブックとを比較して、比較の結果により、上りチャネ
ルと下りチャネルとのパラメータ差を計算する。
【００４３】
　上記計算ステップにおいて、セルが各アクセスポイントに対して一つの上りチャネルと
下りチャネルとのパラメータ差のみを計算する。
【００４４】
　以下、実例を結合して、本発明の実施例の実現するプロセスについて詳しく説明する。
【００４５】
　説明を簡単にするために、アクセスポイントがＮ個あるとして、アクセスポイントｉ，
ｉ=１，２，…，Ｎと記載し、且つアクセスポイント１がサービスセルであり、他のアク
セスポイントが協調集合における他の協調セルであるとする。各アクセスポイントにアン
テナポートがＭｉ個あり、ｉ=１，２，…，Ｎで、ＣｏＭＰＵＥにアンテナがＬ個ある。

がｋ個目のアクセスポイントにおけるｊ個目のアンテナポートとＵＥのｉ個目の受信アン
テナとの下りチャネルの周波数領域チャネルレスポンスで、

が対応する位相値であり、j=１，２，…，Ｍｋ、ｉ=１，２，…，Lであると定義し、
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はｋ個目のアクセスポイントにおけるｉ個目のアンテナポートとＵＥのｊ個目の送信アン
テナとの上りチャネル周波数領域のチャネルレスポンスで、

は対応する位相値であり、ｉ=１，２，…，Ｍｋ、ｊ=１，２，…，Lと定義する。
【００４６】
　なお、下記好適な実施例は位相のみを例として説明するが、実際の応用において、時間
、幅、時間と幅、位相と幅等のパラメータを採用する技術案もすべて本発明の保護範囲に
含まれる。
【００４７】
好適な実施例１
　本好適な実施例１には、各ＲＲＵ/アクセスポイントがアンテナ自分校正を行わない場
合を説明する。
【００４８】
（１）サービスセルは各ＲＲＵ/アクセスポイントのアンテナポートと位相フィードバッ
クの粒度を測定するようにＵＥを配置して、対応するアンテナポートで下り基準信号を送
信する。
【００４９】
　サービスセルが各ＲＲＵ/アクセスポイントのあらゆるアンテナポートを測定するよう
にＵＥを配置する。
【００５０】
　上記配置された位相のフィードバックした周波数領域粒度は、ＲＥ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　Ｅｌｅｍｅｎｔ）、又はＲＢ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）、或いはサブバンド（
ＳｕｂＢａｎｄ）、もしくはセルシステム全体の帯域幅、或いは他の周波数領域単位であ
る。
【００５１】
　上記下り基準信号は、ＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔａｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）であり、各ＲＲＵ/アクセスポイント
間が周波数分割、又はコード分割、或いは時間分割、もしくは前記３種類の方式を組み合
わせた方式により多重送信を行う。
【００５２】
（２）サービスセルの配置により、ＵＥがアンテナを一つ選択して、１個目の受信アンテ
ナとして、各ＲＲＵ/アクセスポイントとの間の周波数領域チャネルレスポンスを受信し
測定して、上記周波数領域チャネルレスポンスの位相値をサービスセルにフィードバック
する。
【００５３】
　サービスセルの配置により、ＵＥが、１個目の受信アンテナと各ＲＲＵ/アクセスポイ
ントのあらゆるアンテナポート間の周波数領域チャネルレスポンス

を測定して、その位相値

を計算し、ｋ＝１，２…Ｎで、ｊ＝１，２，…Ｍｋである。
【００５４】
　上記フィードバックされた位相値は、５ｂｉｔフィードバックで、定量化する粒度が３
６０度３２=１１．２５度などのような等間隔定量化を採用することができる。
【００５５】
（３）ＵＥがｌ個目のアンテナで基準信号を送信する。各ＲＲＵ/アクセスポイントはサ
ービスセルの配置により、上記基準信号を受信し、周波数領域チャネルレスポンスの位相
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値を計算する。
【００５６】
　上記サービスセルと各ＲＲＵ/アクセスポイントとの間のインターフェースはＸ２イン
ターフェースであってもよく、他のインターフェースであってもよい。
【００５７】
　上記基準信号は傍受基準信号（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ
、ＳＲＳと略称）であっても良い。
【００５８】
　サービスセルの配置により、各ＲＲＵ/アクセスポイントがあらゆるアンテナポートに
おける周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、その位相値

を計算して、ｋ=１，２，…，Ｎ、ｊ=１，２，…，Ｍｋである。
【００５９】
（４）サービスセルが、ＵＥからフィードバックされた各ＲＲＵに対応する下りチャネル
位相と、セルが上りチャネル行列測定に基づき計算した位相により、それぞれ各ＲＲＵ/
アクセスポイントの上がり・下りチャネルの非可逆誤差を計算する。
【００６０】
　上記サービスセルと各ＲＲＵ/アクセスポイントとの間のインターフェースはＸ２イン
ターフェースであってもよく、他のインターフェースであってもよい。
【００６１】
　サービスセルの配置により、各ＲＲＵ/アクセスポイント、各アンテナポートが上がり
・下りチャネルの非可逆誤差を計算する方法は

，ｋ=１，２，…，Ｎであっても良い。
【００６２】
好適な実施例２
　本好適な実施例２には、各ＲＲＵ/アクセスポイントがアンテナ自分校正を行っていた
場合を説明する。非コードブックに基づく実施例である。
【００６３】
（１）各ＲＲＵ/アクセスポイントがアンテナ自分校正を行う。
上記自分校正の方法は、既存の校正ネットワークに基づく方法、或いは非校正ネットワー
クに基づく方法を採用することができる。
【００６４】
（２）サービスセルが、あるＣｏＭＰ　ＵＥを、補助校正をするようにトリガーして、Ｕ
Ｅにより測定した時刻と回数、及び測定した各ＲＲＵ/アクセスポイントのアンテナポー
トと位相によりフィードバックした粒度を配置する。
【００６５】
　上記トリガー方式は、サービスセルが一回トリガーして、ＵＥがその次の一つの配置の
測定時刻に測定してフィードバックすることになっている。
【００６６】
　上記トリガー方式は、サービスセルが一回トリガーして、ＵＥがその次にＮ個の配置の
測定時刻に測定してフィードバックするというようになってもよい。
【００６７】
　サービスセルがＵＥを、各ＲＲＵ/アクセスポイントの中の一つのアンテナポートを測
定するように配置し、当該アンテナポートは、各ＲＲＵ/アクセスポイントの一番目のア
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ンテナポートとすることが好ましい。
【００６８】
　サービスセルがＵＥを、各ＲＲＵ/アクセスポイントのあらゆるアンテナポートを測定
するように配置してもよい。
【００６９】
　サービスセルがＵＥを、各ＲＲＵ/アクセスポイントの一部のアンテナポートを測定す
るように配置し、当該アンテナポートは各ＲＲＵ/アクセスポイントの前からＮｉ個目（
ｉ=１，２，…Ｎ）のアンテナポートであることとする。
【００７０】
　上記配置された位相によりフィードバックした周波数領域粒度は、ＲＥ（Ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）、又はＲＢ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）、或いはサブバン
ド（ＳｕｂＢａｎｄ）、もしくはセルシステム全体の帯域幅、或いは他の周波数領域単位
だる。
【００７１】
（３）各ＲＲＵ/アクセスポイントは、上記ステップ２において、サービスセルが配置し
た測定時刻とポートで下り基準信号を送信する。
【００７２】
　上記下り基準信号は、ＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔａｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）であり、各ＲＲＵ/アクセスポイント
間が周波数分割、又はコード分割、或いは時間分割、もしくは前記３種類の方式を組み合
わせた方式により多重送信を行う。
【００７３】
（４）サービスセルの配置により、ＵＥがアンテナを一つ選択して、１個目の受信アンテ
ナとして、各ＲＲＵ/アクセスポイントとの間の周波数領域チャネルレスポンスを受信し
測定して、上記周波数領域チャネルレスポンスの位相値をサービスセルにフィードバック
する。
【００７４】
　サービスセルの配置により、ＵＥがｌ個目の受信アンテナと各ＲＲＵ/アクセスポイン
トの一番目のアンテナポートとの間の周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、その位相値

（ｋ=１，２，…，Ｎ）を計算することが好ましい。
【００７５】
　サービスセルの配置により、ＵＥがｌ個目の受信アンテナと各ＲＲＵ/アクセスポイン
トのあらゆるアンテナポートとの間の周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、その位相値

（ｋ=１，２，…，Ｎ）を計算することが好ましい。
【００７６】
　サービスセルの配置により、ＵＥがｌ個目の受信アンテナと各ＲＲＵ/アクセスポイン
トの一部のアンテナポートとの間の周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、その位相値
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（ｋ=１，２，…，Ｎ）を計算することが好ましい。
【００７７】
　上記フィードバックされた位相値は、５ｂｉｔでフィードバックし、定量化する粒度が
３６０度３２=１１．２５度であるなどのような等間隔定量化を採用することができる。
【００７８】
（５）、ＵＥがｌ個目のアンテナで基準信号を送信する。サービスセルが上記ステップ２
においてＵＥに対して配置した情報を各ＲＲＵ/アクセスポイントに送信し、各ＲＲＵ/ア
クセスポイントはサービスセルの配置により、上記基準信号を受信し、周波数領域チャネ
ルレスポンスの位相値を計算する。
【００７９】
　上記サービスセルと各ＲＲＵ/アクセスポイントとの間のインターフェースはＸ２イン
ターフェースであってもよく、他のインターフェースであってもよい。
【００８０】
　上記基準信号は傍受基準信号（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ
、ＳＲＳと略称）であっても良い。
【００８１】
　サービスセルの配置により、各ＲＲＵ/アクセスポイントが１個目の受信アンテナポー
トにおける周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、その位相値

（ｋ=１，２，…，Ｎ）を計算することが好ましい。
【００８２】
　サービスセルの配置により、各ＲＲＵ/アクセスポイントがあらゆるアンテナポートに
おける周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、その位相値

（ｋ=１，２，…，Ｎ、ｊ=１，２，…，Ｍｋ）を計算してもよい。
【００８３】
　サービスセルの配置により、各ＲＲＵ/アクセスポイントが一部のアンテナポートにお
ける周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、その位相値

（ｋ=１，２，…，Ｎ、ｊ=１，２，…，Ｎｋ）を計算してもよい。
【００８４】
（６）サービスセルがＵＥからフィードバックされた各ＲＲＵに対応する下りチャネル位
相と、セルが上りチャネル行列測定に基づき計算した位相により、それぞれ各ＲＲＵ/ア
クセスポイントの上がり・下りチャネルの非可逆誤差を計算する。
【００８５】
　上記ステップ（１）において、自分校正を行ったので、各ＲＲＵが一つの上がり・下り
チャネルの非可逆誤差を計算すればよい。
【００８６】
　上記サービスセルと各ＲＲＵ/アクセスポイントとの間のインターフェースはＸ２イン
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ターフェースであってもよく、他のインターフェースであってもよい。
【００８７】
　サービスセルの配置により、各ＲＲＵ/アクセスポイントが上がり・下りチャネルの非
可逆誤差を計算する方法は

（ｋ=１，２，…，Ｎ）であることが好ましい。
【００８８】
　サービスセルの配置により、各ＲＲＵ/アクセスポイントが上がり・下りチャネルの非
可逆誤差を計算する方法は

（ｋ=１，２，…，Ｎ）であってもよい。
【００８９】
　サービスセルの配置により、各ＲＲＵ/アクセスポイントが上がり・下りチャネルの非
可逆誤差を計算する方法は

（ｋ=１，２，…，Ｎ）であってもよい。
【００９０】
（７）各ＲＲＵ/アクセスポイントの計算によって得られる上がり・下りチャネルの非可
逆誤差に基づき、各ＲＲＵの送信信号のパラメータを調整する。
【００９１】
好適な実施例３
　本好適な実施例３には、各ＲＲＵ/アクセスポイントがアンテナ自分校正を行っていた
場合を説明する。コードブックに基づく実施例である。
【００９２】
（１）各ＲＲＵ/アクセスポイントがアンテナ自分校正を行う。
上記自分校正の方法は、既存の校正ネットワークに基づく方法、或いは非校正ネットワー
クに基づく方法を採用することができる。
【００９３】
（２）サービスセルがあるＣｏＭＰ　ＵＥを、補助校正をするようにトリガーして、ＵＥ
により測定した時刻と回数、及び測定した各ＲＲＵ/アクセスポイントのアンテナポート
と位相によりフィードバックした粒度を配置する。
【００９４】
　上記トリガー方式は、サービスセルが一回トリガーして、ＵＥがその次の一つの配置の
測定時刻に測定してフィードバックすることである。
【００９５】
　上記トリガー方式は、サービスセルが一回トリガーして、ＵＥがその次のＮ個の配置の
測定時刻に測定してフィードバックすることであってもよい。
【００９６】
　サービスセルが各ＲＲＵ/アクセスポイントの中の一つのアンテナポートを測定するよ
うにＵＥを配置し、当該アンテナポートはＲＲＵ/アクセスポイントの一番目のアンテナ
ポートとすることが好ましい。
【００９７】
　サービスセル配置ＵＥが、各ＲＲＵ/アクセスポイントのあらゆるアンテナポートを測
定してもよい。
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【００９８】
　サービスセル配置ＵＥが各ＲＲＵ/アクセスポイントの一部のアンテナポートを測定し
て、各ＲＲＵ/アクセスポイントの前からＮｉ個目のアンテナポートとして、ｉ=１，２，
Ｎである。
【００９９】
　上記配置された位相のフィードバックした周波数領域粒度は、ＲＥ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　Ｅｌｅｍｅｎｔ）、又はＲＢ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）、或いはサブバンド（
ＳｕｂＢａｎｄ）、もしくはセルシステム全体の帯域幅、或いは他の周波数領域単位だる
。
【０１００】
（３）各ＲＲＵ/アクセスポイントは、上記ステップ２において、サービスセルが配置し
た測定時刻とポートで下り基準信号を送信する。
【０１０１】
　上記下り基準信号は、ＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔａｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）であり、各ＲＲＵ/アクセスポイント
間が周波数分割、又はコード分割、或いは時間分割、もしくは前記３種類の方式を組み合
わせた方式により多重送信を行う。
【０１０２】
（４）サービスセルの配置により、ＵＥが一つ以上の受信アンテナを選択し、一つの受信
アンテナを選択することが好ましい。ここでは、一番目の受信アンテナを例として（より
多くの受信アンテナを採用する場合、そのステップが同じ）、各ＲＲＵ/アクセスポイン
トとの間の周波数領域チャネルレスポンスを受信し測定する。上記周波数領域チャネルレ
スポンスに基づき、プリコーディングべクトルを計算し選択して、セルにフィードバック
する。測定と計算の実現方式は以下のとおりである。
【０１０３】
　サービスセルの配置により、ＵＥがｌ個目の受信アンテナと各ＲＲＵ/アクセスポイン
トの一番目のアンテナポートとの間の周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、その位相値

（ｋ=１，２，…，Ｎ）を計算することが好ましい。或いは、
サービスセルの配置により、ＵＥがｌ個目の受信アンテナと各ＲＲＵ/アクセスポイント
のあらゆるアンテナポートとの間の周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、上記周波数領域チャネルレスポンスに基づきプリコーディングべクトルを計算
し選択して、サービスセルにフィードバックしてもよい。或いは、
　サービスセルの配置により、ＵＥがｌ個目の受信アンテナと各ＲＲＵ/アクセスポイン
トの一部のアンテナポートとの間の周波数領域チャネルレスポンス

を測定し、上記周波数領域チャネルレスポンスに基づきプリコーディングべクトルを計算
し選択して、サービスセルにフィードバックすしてもよい。
【０１０４】
　上記プリコーディングべクトルは、予め定義したコードブック集合から選択することが
できる、即ち対応するプリコーディング指示（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ、ＰＭＩと略称）を選択して、ＰＭＩをフィードバックして、その対応す
るプリコーディングべクトルを表す。コードブック集合は、コードブックに基づきマルチ
入力マルチ出力（Ｍｕｌｔｉ－Ｉｎｐｕｔ－Ｍｕｌｔｉ－Ｏｕｔｐｕｔ）フィードバック
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するコードブック集合を再利用することができる。
【０１０５】
（５）ステップ（４）でＵＥを一つの受信アンテナを採用するように配置する場合、ＵＥ
が当該アンテナで基準信号を送信するが、ステップ（４）でより多くの受信アンテナを採
用するように配置する場合、ＵＥが対応する複数のアンテナで基準信号を送信する。サー
ビスセルが上記ステップ２においてＵＥに対して配置した情報を各ＲＲＵ/アクセスポイ
ントに送信し、各ＲＲＵ/アクセスポイントがサービスセルの配置により、上記基準信号
を受信し、周波数領域チャネルレスポンスの位相値を計算して、上記周波数領域チャネル
レスポンスに基づきプリコーディングべクトルを計算し選択する。
【０１０６】
　上記サービスセルと各ＲＲＵ/アクセスポイントとの間のインターフェースはＸ２イン
ターフェースであってもよく、他のインターフェースであってもよい。
【０１０７】
　上記基準信号は傍受基準信号（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ
、ＳＲＳと略称）であっても良い。
【０１０８】
（６）サービスセルがＵＥからフィードバックされた各ＲＲＵに対応する下りチャネル位
相又はＰＭＩと、セルが上りチャネル行列に基づき測定し計算した位相又はＰＭＩにより
、それぞれ各ＲＲＵ/アクセスポイントの上がり・下りチャネルの非可逆誤差を計算する
。
【０１０９】
　上記サービスセルと各ＲＲＵ/アクセスポイントとの間のインターフェースはＸ２イン
ターフェースであってもよく、他のインターフェースであってもよい。
上記ステップ（１）において、自分校正を行ったので、各ＲＲＵが一つの上がり・下りチ
ャネルの非可逆誤差を計算すればよい。
【０１１０】
（７）各ＲＲＵ/アクセスポイントの計算によって得られる上がり・下りチャネルの非可
逆誤差に基づき、各ＲＲＵの送信信号のパラメータを調整する。
【０１１１】
好適な実施例４
　本好適な実施例４には、各ＲＲＵ/アクセスポイントがアンテナ自分校正を行っていた
場合を説明する。複数のアクセスポイントの共同プリコーディングに基づく実施例である
。２つのＲＲＵを例として、ＲＲＵ１とＲＲＵ２と設定する。２つ以上のＲＲＵの場合に
ついても適用する。実施例において、ＲＲＵとアクセスポイントとは、同一概念である。
【０１１２】
　ステップ１に、各ＲＲＵ/アクセスポイントがアンテナ自分校正を行う。
　上記自分校正の方法は、既存の校正ネットワークに基づく方法、或いは非校正ネットワ
ークに基づく方法を採用することができる。
　ステップ２に、セルが、いずれか一つ或いは複数のＵＥを、補助校正をするように配置
する。
【０１１３】
　以下、方案１と方案２を介し、マルチアクセスポイントの校正方法についてそれぞれ詳
しく説明する。
方案１
【０１１４】
 （ａ）複数のＲＲＵ共同のプリコーディング情報をフィードバックするようにＵＥを配
置し、複数のＲＲＵが同じセルからのＲＲＵでもよいし、異なるセルからのＲＲＵでもよ
い。プリコーディング情報は、複数のＲＲＵの全体のプリコーディング情報（例えば全体
コードブックＰＭＩ_ＪＴ）或いは単一ＲＲＵのプリコーディング情報（例えば各ＲＲＵ
の独立コードブック）にＲＲＵ間の関連情報（例えばＲＲＵ間の位相差情報ＰＣＩ）が追
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【０１１５】
 （ｂ）ＵＥが測定した下り基準信号（例えばＣＳＩ－ＲＳ）リソース情報を配置する。
当該ＣＳＩ－ＲＳリソース情報は、目標ＲＲＵの対応するＣＳＩ－ＲＳリソース情報及び
/又はＲＲＵアイデンティティ及び/又はセルアイデンティティを含む。
【０１１６】
 （ｃ）測定を行う時、ＵＥを、Ｒａｎｋ=１とすることに基づきＰＭＩ測定をするように
配置することをデフォルトすることが好ましい。しかし、スケジューリングのターゲット
である通常のＲａｎｋ及びＰＭＩ測定はこれと異なってもよく、実際のチャネル状況によ
り通常どおりに配置することができる。
【０１１７】
 （ｄ）セル間/ｅＮＢ/ＲＲＵ間初位相差及び/又は幅差測定という新しい測定イベントを
追加することがが好ましい。
 （１）単一ＵＥ或いはＵＥグループを配置して測定を行う。
 （２）ＵＥが測定したＣＳＩ－ＲＳリソース情報を配置する。ターゲットＲＲＵの対応
するＣＳＩ－ＲＳリソース情報及び/又はＲＲＵアイデンティティ及び/又はアイデンティ
ティを含む可能である。２つのＲＲＵの差を測定することが好ましい。
 （３）下りサービスがないＵＥであってもスケジューリングされて測定を行うことがで
きる。
 （４）測定を行う時、ＵＥを、Ｒａｎｋ=１とすることに基づきＰＭＩ測定を行うように
配置することをデフォルトすることが好ましい。しかし、スケジューリングのターゲット
である通常のＲａｎｋ及びＰＭＩ測定はこれと異なって、実際のチャネル状況により通常
どおりに配置することができる。
 （５）トリガー及び測定方式：イベントトリガー、周期/一回毎に報告/複数回毎に報告
などがある。
【０１１８】
  （ｅ）ＵＥの選択条件は、チャネル衰弱に基づき、２つの目標ＲＲＵを受信する信号が
強いが、他のＲＲＵを受信する信号が弱いＵＥを選択する。信号が弱いＲＲＵは当該ＵＥ
がＰＭＩを計算することに対する影響が小い。
【０１１９】
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【０１２１】



(21) JP 2014-531171 A 2014.11.20

10

20

30

40

【０１２２】

【０１２３】

【０１２４】

【０１２５】
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【０１２６】
  方式７、ＲＲＵ１とＲＲＵ２との間の差はシステム偏差であるので、即ち上記ステップ
（２）のＵＥ選択条件を満たしたＵＥであれば、複数を同時に選択することができる。上
記方案は、よりよい推定効果が得られるように、複数のＵＥに対して同時に測定し推定す
ることができる。
【０１２７】

【０１２８】
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【０１３０】

【０１３１】

【０１３２】
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【０１３３】

【０１３４】

【０１３５】
  方式７、ＲＲＵ１とＲＲＵ２の間の差はシステム偏差であるので、即ち上記ステップ（
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２）のＵＥ選択条件を満たしたＵＥであれば、複数を同時に選択することができる。上記
方案は、よりよい推定効果が得られるように、複数のＵＥに対して同時に測定し推定する
ことができる。
【０１３６】
  方案２
  本方案２は方案１に基づき、プリコーディング情報におけるＰＭＩによりマルチアクセ
スポイントの校正を行うというさらに改良されたマルチアクセスポイントの校正方法を提
供する。
【０１３７】
 （ａ）ＵＥを送信モード７或いは送信モード８でＰＭＩをフィードバックするように配
置する。当該ＰＭＩはＵＥが同一セルにおける複数のＲＲＵ/アクセスポイントのＣＲＳ
に基づき測定して取得されるものである。
【０１３８】
 （ｂ）ＵＥの選択条件は、チャネル衰弱に基づき、２つのターゲットＲＲＵを受信する
信号が強いが、他のＲＲＵを受信する信号が弱いＵＥを選択することである。信号が弱い
ＲＲＵは当該ＵＥによりＰＭＩを計算することに対する影響が小い。
【０１３９】
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【０１４１】

【０１４２】

【０１４３】

【０１４４】
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【０１４５】

【０１４６】

【０１４７】
  ＲＲＵ１とＲＲＵ２の間の差はシステム偏差であるので、即ち上記ステップ（２）のＵ
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Ｅ選択条件を満たしたＵＥであれば、複数を同時に選択することができる。上記方案は、
よりよい推定効果が得られるように、複数のＵＥに対して同時に測定し推定することがで
きる。
【０１４８】

【０１４９】

【０１５０】

【０１５１】

【０１５２】
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【０１５４】

【０１５５】

【０１５６】



(31) JP 2014-531171 A 2014.11.20

10

20

30

40

50

【０１５７】
  方式７、ＲＲＵ１とＲＲＵ２の間の差はシステム偏差であるので、即ち上記ステップ（
２）のＵＥ選択条件を満たしたＵＥであれば、複数を同時に選択することができる。より
よい推定効果が得られるように、上記方案は、複数のＵＥに対して同時に測定し推定する
ことができる。
【０１５８】
  上記プリコーディングべクトルは、予め定義したコードブック集合から選択することが
できる、即ち対応するプリコーディング指示（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ、ＰＭＩと略称）を選択して、ＰＭＩをフィードバックして、その対応す
るプリコーディングべクトルを表す。コードブック集合は、コードブックに基づきマルチ
入力マルチ出力（Ｍｕｌｔｉ－Ｉｎｐｕｔ－Ｍｕｌｔｉ－Ｏｕｔｐｕｔ）をフィードバッ
クするコードブック集合を再利用することができる。
【０１５９】
  ステップ３に、各ＲＲＵ/アクセスポイントの計算によって得られる上がり・下りチャ
ネルの非可逆誤差に基づき、各ＲＲＵの信号を送信するパラメータを調整する。
【０１６０】
  なお、図面のフローチャート図に示したステップは、コンピュータによって実行可能な
コンピュータシステムにて実行でき、フローチャート図において論理的順番が示されてい
るが、場合によって、ここで示した順番と異なる順番で示した又は説明したステップを実
行してもよい。
【０１６１】
  本発明の実施例は、上記マルチアクセスポイント校正方法を実現するためのマルチアク
セスポイント校正装置を提供する。図２は本発明の実施例に係わるマルチアクセスポイン
トの校正装置の構造ブロック図であり、図２に示すように、当該装置は受信モジュール２
２と計算モジュール２４、及び校正モジュール２６を含む。
【０１６２】
  受信モジュール２２は、ＵＥからフィードバックされた下りチャネルのパラメータを受
信する。計算モジュール２４は、受信モジュール２２に接続し、受信モジュール２２が受
信した下りチャネルパラメータにより上りチャネルと下りチャネルとのパラメータ差を計
算する。校正モジュール２６は、計算モジュール２４に接続して、計算モジュール２４が
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【０１６３】
  上述のように、本発明の上記実施例によると、マルチアクセスポイント校正方法及び装
置を提供する。本発明の実施例によると、セルが異なるアクセスポイント間のパラメータ
差を正確に計算し、そして当該パラメータ差によりマルチアクセスポイントに対して校正
を行うことで、アクセスポイント間での良好なコヒーレント送信を確保でき、さらにシス
テム性能を確保することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１６４】
  本発明に係わる技術案は産業上の利用可能性を有する。本発明の実施例において、セル
が異なるアクセスポイント間のパラメータ差を正確に計算して、そして当該パラメータ差
によりマルチアクセスポイントに対して校正を行うことで、アクセスポイント間での良好
なコヒーレント送信を確保できるとともに、さらにシステム性能を確保することができる
。
【０１６５】
  言うまでもなく、上述した本発明の各モジュールまたはステップは、汎用のコンピュー
タ装置により実現することができ、単一のコンピュータ装置に集成してもよいし、複数の
コンピュータ装置からなるネットワークに配置してもよい。また、コンピュータ装置が実
行可能なプログラムコードにより実現されてもよい。これにより、記憶装置に記憶されて
コンピュータ装置により実行されることができる。或いは、それぞれ各々の集積回路モジ
ュールに作成したり、それらの中の複数のモジュールまたはステップを単一の集積回路モ
ジュールに作成したりして実現することができる。このように、本発明は、いずれの特定
のハードウェアとソフトウェアの組み合わせにも限定されない。このように、本発明は、
いずれの特定のハードウェアとソフトウェアの組み合わせにも限定されない。
【０１６６】
  以上は、本発明の好適な実施例に過ぎず、本発明を限定するものではない。当業者であ
れば、本発明の様々な変更や変形が可能である。本発明の精神や原則を逸脱しないいずれ
の変更、置換、改良なども本発明の保護範囲内に含まれる。
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